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港
新
聞
８
面

０
７
１
０
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奥

井

奥

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 水曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

（
前
号
あ
ら
す
じ

大
正
十
五

年
、韓
国
釜プ

山サ
ン

に
生
ま
れ
た
私

は
軍
属
か
ら
陸
軍
兵
に
。
昭
和

二
十
年
八
月
に
敗
戦
。
武
装
解

除
さ
れ
、ソ
連
軍
監
視
の
も
と
、

十
一
月
に
酷こ

っ

寒か
ん

の
シ
ベ
リ
ア
へ

足
を
踏
み
入
れ
た
。
収
容
所
で

は
森
林
伐
採
な
ど
過
酷
な
労
働

と
粗
末
な
食
糧
で
大
半
の
兵
隊

が
栄
養
失
調
に
な
っ
た

）

栄
養
失
調
は
心
ま
で
蝕む

し

みば

ま

し
た
。
私
の
よ
う
に
若
い
兵
隊

は
ま
だ
し
も
、
四
十
前
後
の
補

充
兵
は
悲
惨
で
し
た
。
彼
ら
は

絶
え
ず
空
腹
感
に
襲
わ
れ
、
口

あ
る
日
、
そ
の
便
所
で
用
を

足
し
て
い
る
と
、
穴
の
底
で
何

や
ら
う
ご
め
い
て
い
ま
す
。
糞く

そ

の
中
か
ら
大
豆
を
つ
ま
み
出

し
、口
に
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

び
っ
く
り
し
て

お
い
、
や
め

ろ
よ
、
上
が
っ
て
こ
い

と
何

度
怒
鳴
っ
て
も
、
や
め
よ
う
と

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
惨み

じ

め
な
姿
を
想
像
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
そ
れ

は
腹
が
ち
ぎ
れ
る
よ
う
に
辛つ

ら

く
、
悲
し
く
、
と
て
も
堪た

え
ら

れ
な
い
光
景
で
し
た
。
下
か
ら

見
上
げ
た
そ
の
人
の
目
が
、
言

い
よ
う
の
な
い
悲
し
さ
を
湛た

た

え

て
い
た
の
を
、
今
で
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
垂
れ
流
し
て
も
平
気
に

生
水
を
飲
ん
だ
者
は
ほ
と
ん

ど
下げ

痢り

を
起
こ
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
い
っ
た
ん
下
痢
を
起
こ

し
て
助
か
っ
た
者
は
半
数
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
食
べ
物
は
ま

る
で
消
化
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の

形
で
出
て
き
ま
す
。
特
に
豆
類

は
原
形
で
、
青
草
は
青
色
、
ソ

バ
粉
は
茶
褐
色
で
出
ま
し
た
。

尻
は
締
ま
り
が
な
く
な
り
、

便
意
を
催
し
た
時
、
便
所
ま
で

辛
抱
で
き
ま
せ
ん
。
シ
ャ
ー
ッ

と
音
を
立
て
て
ズ
ボ
ン
の
中
で

垂
れ
流
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
ば
ら
く
す
る
と
体
温
で
温
め

ら
れ
、
辺
り
に
酸す

っ
ぱ
い
臭
い

を
漂
わ
せ
ま
す
。
そ
れ
な
の
に

彼
ら
は
平
気
で
し
た
。
感
覚
が

麻ま

痺ひ

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

◆
食
べ
急
ぎ
で
死
ぬ
者
も

鳥と
り

目め

に
な
る
者
も
相
次
ぎ
ま

し
た
。
夜
の
帳と

ば

がり

下お

り
始
め
る

と
視
力
が
著
し
く
低
下
し
、
歩

行
も
困
難
を
極
め
る
の
で
す
。

体
が
弱
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ

っ
と
何
か
に
躓つ

ま

くず

と
前
の
め
り

に
倒
れ
ま
す
。が
、シ
ベ
リ
ア
に

は
何
の
薬
も
な
く
、
ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

終
戦
以
来
、
風
呂
か
ら
も
洗

濯
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
た
私

た
ち
の
衣
類
は
、
虱し

ら

のみ

巣そ
う

窟く
つ

で

し
た
。
虱
は
氷
点
下
何
十
度
に

晒さ
ら

し
て
も
死
な
な
い
の
で
、
暖

炉
の
上
で
バ
タ
バ
タ
と
は
た
く

）（
市
岡
元
町
）

）（
市
岡
元
町
）

中

シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
で
す
。
す
る
と
温
も
り
で
落

ち
て
き
て
、
ま
る
で
豆
で
も
煎い

る
よ
う
に
、
バ
チ
バ
チ
と
音
を

立
て
て
焼
け
死
に
ま
し
た
。
自

分
の
虱
を

こ
れ
は
自
分
の
血

だ

と
言
っ
て
食
べ
る
者
も
い

ま
し
た
。
が
、
そ
ん
な
兵
隊
は

必
ず
死
ん
で
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
食
料
が
入
っ
て
も
食

べ
急
ぎ
は
禁
物
で
し
た
。
ど
こ

か
ら
か
塩
を
手
に
入
れ
、
塩
湯

を
飲
み
過
ぎ
た
兵
隊
は
体
に
浮ふ

腫し
ゅ

が
出
、
最
後
は
死
に
至
り
ま

し
た
。

◆
積
み
重
な
る
戦
友
の
遺
体

収
容
所
の
片
隅
に
は
丸
太
造

り
の
建
物
が
あ
り
、
戦
友
の
遺

体
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ソ
連
兵
が
衣
類
を
剥は

ぎ
取
り
、

素す

っ
裸
に
し
て
放
り
込
み
ま
し

た
。
こ
ち
こ
ち
に
凍
っ
た
遺
体

が
ま
る
で
丸
太
の
よ
う
に
、二

段
、三
段
と
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

を
動
か
し
、
口
に
で
き
る
物
は

手
当
た
り
次
第
に
む
さ
ぼ
り
食

い
ま
し
た
。
食
べ
物
に
対
し
て

恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
執
念
を
持

ち
、
目
は
い
つ
も
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
何
か
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

◆
便
所
の
底
の
光
景

収
容
所
の
ト
イ
レ
は
地
面
を

掘
っ
て
板
を
渡
し
た
だ
け
の
、

恐
ろ
し
く
粗
末
な
も
の
で
し

た
。
紙
が
な
く
、
私
は
防
寒
服

の
綿
を
使
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
な
く
な
る
と
紙
幣
を
使
い
ま

し
た
。
ソ
連
兵
に
取
ら
れ
る
よ

り
は
ま
し
と
考
え
た
の
で
す
。

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ

２
０
０

８
二
馬
力
・

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
・
レ
イ
ア
ウ
ト

展

ア
ニ
メ
映
画
の
設
計
図

で
あ
り
、
作
品
の
統
一
感
を
持

た
せ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
す
レ
イ
ア
ウ
ト
。
そ
こ
に
は

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
疾
走
感
や
躍

動
感
、
映
画
的
な
空
間
構
成
ま

で
も
が
表
現
さ
れ
、
作
り
手
の

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
溢
れ
て

い
る
。
同
展
で
は
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
、
三み

鷹た
か

の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
全
面
協
力
の
も
と
、

風
の

谷
の
ナ
ウ
シ
カ

か
ら

崖が
け

の

上
の
ポ
ニ
ョ

ま
で
、
宮
崎
監

督
直じ

き

筆ひ
つ

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
中
心

に
、
高
畑
・
宮
崎
両
監
督
が
ジ

ブ
リ
以
前
に
手
が
け
た
作
品
も

含
め
、
約
千
三
百
点
を
関
西
で

初
公
開
。
七
月
二
十
五
日

十

月
十
二
日（
九
月
七
、十
四
、
二

十
八
、
十
月
五
日
は
休
館
）
。

十
時
半

十
九
時
半
（
最
終
入

場
十
九
時
）
。
当
日
大
人
千
円
。

地
下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五

分
。
六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館

モ
デ
ル

シ
ッ
プ
友
の
会
作
品
展

八

月
二
十
九
日
ま
で
開
催
中
。
同

会
メ
ン
バ
ー
が
紙
類
だ
け
で
作

成
し
た
緻ち

密み
つ

な
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
船
舶
が
架
空
の
港
に
大
集

合

写
真
。
テ
ー
マ
は

鉄
道

連
絡
船

。
十

十
七
時
入
館
、

月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し

翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら

振
替
休
な
し
、
七
月
二
十
一
日

八
月
三
十
一
日
は
無
休
）。高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

工
作

教
室

さ
ん
ぽ
す
る
牛
乳
パ
ッ

ク
の
カ
メ
さ
ん
を
つ
く
ろ

う
！

八
月
二
十
二
日
（
土
）

十
四
時
半

十
五
時
半
、
区
民

セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
で
。
幼

児
（
保
護
者
同
伴
）
と
小
学
生

対
象
。
定
員
二
十
人
（
当
日
先

着
順
）
。
無
料
。
ハ
サ
ミ
持
参

（
材
料
は
図
書
館
で
用
意
）
。

申
込
は
七
月
十
五
日
（
火
）
十

時
か
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で

図
書
展
示

ロ
ハ
ス
で

暮
ら
し
を
楽
し
む

展

七
月

三
十
一
日
ま
で
開
催
中
。
健
康

的
な
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
す
る

の
に
役
立
つ
本
を
紹
介

戦

国
文
庫
展

開
催
中
。
戦
国

時
代
に
名
を
馳は

せ
た
武
将
た
ち

が
活
躍
す
る
小
説
を
紹
介

こ
ど
も
の
ほ
ん
だ
な

展

八
月
か
ら
。
お
す
す
め
の
子
ど

も
の
本
の
新
刊
を
紹
介
。

六

五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

弁
天
町
・
親
子
ふ
れ
あ
い
夏

ま
つ
り
２
０
０
９

親
子
で
ワ

ク
ワ
ク
！
体
験
教
室

親
子

で
楽
し
め
る
体
験
教
室
が
一

杯
。
大
阪
市
生
涯
学
習
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、

マ
ジ
ッ
ク
、
浴
衣

ゆ
か
た

着
付
け
、
子

供
天
文
教
室
、オ
モ
チ
ャ
作
り
、

紙
飛
行
機
飛
ば
し
、
折
り
紙
で

昆
虫
作
り
、
絵
手
紙
、
タ
イ
ル

で
色
遊
び
、エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
、

ウ
チ
ワ
作
り
、
粘
土
で
白
つ
め

草
作
り
、
押
し
花
ブ
ロ
ー
チ
、

多
文
化
オ
モ
シ
ロ
体
験
等
を
開

催
。
八
月
二
十
二
日
（
土
）
十

時
半

十
六
時
。
定
員
は
各
十

四
十
名
、
当
日
先
着
順
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

ミ
ー
ト
・
ザ
・
ク
ラ

シ
ッ
ク

迫
真
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
と
指
揮
者
・
藤
岡

幸さ
ち

夫お

写
真

の
ト
ー
ク
で
手

塚
治
虫

お
さ
む

と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

劇
的
世
界
へ
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

舞
踏
会
の
美
女
、
冨
田
勲い

さ
お

子
ど
も
の
た
め
の
交
響
詩

新

ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
、プ
ロ
コ
フ

ィ
エ
フ

バ
レ
エ
組
曲

ロ
メ

オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

。
無
料

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
先
着
三

十
名
）
。
八
月
十
五
日
（
土
）

十
八
時
か
ら
い
ず
み
ホ
ー
ル

（

大
阪
城
公
園
）
で
。
一

階
席
四
千
円
、二
階
席
三
千
円
、

学
生
席
（
十
八
歳
以
下
）
二
千

円
。
六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

水
の
あ
る
風
景

展

七

月
十
二

二
十
一
日
（
十
八
日

臨
休
）

お
寺
の
ス
ケ
ッ
チ

展

八
月
一

十
一
日
。
開
館

は
十
一

十
八
時
（
火
曜
十
六

時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。
入
館

無
料
。弁
天
四

一
一

四（
ピ

ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六

五
九
九

七
九
七
七
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

ハ
ハ
ハ
コ
（
箱
）
シ

ョ
ッ
プ

二
十
名
の
箱
作
家

に
よ
る
期
間
限
定
展
示
。
七
時

半

十
八
時
（
土
祝
十
一
時

）
、水
日
休
。海
岸
通
一

五

二
八
天
満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄

大
阪
港

出
口
か
ら
西
へ
歩
五

分
）
六
五
七
六

〇
八
八
〇
。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ
グ
ル

ー
プ
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

生
徒
作
品
展

光
と
影

立
体
感
・
透
明
感
溢
れ

る
涼
し
げ
な
二
十
五
点
。
オ
ー

ク
２
０
０
新
講
座

ガ
ラ
ス
ア

ー
ト
で
お
と
な
の
ぬ
り
絵

の

作
品
も
含
む
。
七
月
二
十
七
日

八
月
十
三
日
、
港
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
港
区
役
所
一
階
）
で
。

六
五
七
六
一
三
四
四
金
元
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
催
し

港
近
隣
寄
席

七
月
二
十
四

日
（
金
）
十
四

十
六
時
。
出

演
は
桂
三さ

ん

幸こ
う

、桂
三さ

ん

四し

郎ろ
う

。協
力

金
五
百
円

懐
か
し
の
名
画
大

会

男
は
つ
ら
い
よ
寅
次
郎
の

縁
談

八
月
九
日
（
日
）
十

四
時

。
会
費
百
円
。同
セ
ン

タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇

（
入
舟
公
園
隣
）
。問
合
せ
は
主

催
の
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
へ
。

●
市
岡
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー

ム
は
じ
め
ま
専
科

気
功
と
太

極
拳

心
と
体
の
ス
ト
レ
ッ

チ
。
体
力
に
自
信
な
い
人
も
大

●
可
愛
い
子
猫
貰も

ら

っ
て

三
カ

月
。
ト
イ
レ
躾し

つ

ずけ

み
。
健
康
。

〇
九
〇

五
八
八
八

七
六
八
九
こ

て
ま
り
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
放
課
後
は
学
童
保
育
へ

入

所
児
募
集
。
見
学
・
無
料
体
験

。
各
校
区
あ
り
。

六
五

七
五

〇
三
三
五
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ

リ
レ
イ
ア
ウ
ト
展
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

ミ
ー
ト

ザ

ク
ラ
シ
ッ
ク
（
上
段
に
案
内
）

一
階
席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

無

声
映
画
大
会
（
７
面
に
案
内
）

通
し
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

丈
夫
。
第
一
・
三
金
曜
午
後
七

時
半

九
時
、
同
校
一
階
生
涯

学
習
ル
ー
ム
室
で
。
参
加
費
は

月
千
円
。
詳
細
は

六
五
八
三

一
七
九
六
大
垣
代
表
へ
。


